
　(2)  児童観

　(3)  指導観

　本単元は、第５学年及び第６学年における「Ｃ読むこと」の目標、「目
的に応じ、内容や要旨を把握しながら読むことができるようにするととも
に、読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を育てる。」
から、内容の「イ目的や意図などに応じて、文章の内容を的確に押さえな
がら要旨をとらえること。」「オ必要な情報を得るために、効果的な読み
をすること。」に基づいて構成している。
　本単元「目的に応じた伝え方を考えよう」は、説明文的教材を時系列に
沿って大事な事柄に注意して読み取る学習と、教材文で読み取った内容を
参考に、自らが原稿を書くなどしてニュースを発信する活動から構成され
ている。「ニュース番組作りの現場から」は、ニュース番組の特集の作り
方について時間に沿って、報道スタッフの役割や情報収集、編集会議の在
り方などがまとめられた文章である。その点で本教材は、時系列にそって
大事な事柄に注意して読み取る文章としても適している。「工夫して発信
しよう」では、「ニュース番組作りの現場から」に書かれた内容を活動の
ための手引きあるいは解説書として、情報を発信する活動を行う。発信す
る活動を行うことで、受け手にとって意味のある話題をどう取り上げる
か、取材のための方法にはどんなものがあるのか、どういう情報が必要
か、伝えたいことの中心がよく分かるようにするにはどう編集したらよい
かなどを考えることを通して、目的に応じた情報の配列・編集等について
の理解を深めることがねらいである なお 本単元は情報活用単元の系列

　児童は、国語の学習だけではなく社会科の学習でも国語辞典を使い積極
的に意味調べを行うなど言葉への関心の高さを感じる。その反面、言葉を
言い換えるなどの活動では、なかなか適当な言葉が見つからず語彙力が豊
富とは言い難い。豊かな読み取りをさせるためにも、様々な言葉に触れさ
せたり、その意味をていねいに扱いイメージ化させたりしながら言葉に対
する感覚を育てたい。
　また、「サクラソウとトラマルハナバチ」では要旨を読み取ること、
「千年の釘にいどむ」では段落ごとにまとめられた要点を読み取る学習を
行ってきた。しかし、読み取る力は個人差が大きく、「豊かに読み取る」
ことは一人読みの活動では、難しい子どももいる。そこで、学び合いの中

第５学年国語科学習指導案

１　単元名　目的に応じた伝え方を考えよう
　　　　　　「ニュース番組作りの現場から・工夫して発信しよう」（光村
図書）

２　単元について

　(1)  教材観

場　所　 ５年２組教室

指導者　 教諭　小笠原　崇史

日　時　 平成17年10月12日（木）授業１

学　級　 ５年２組　男子18名 女子16名　



３　単元の目標と評価規準

４　単元の指導・評価計画（１5時間扱い）

Ａ、十分
満足でき
ると判断
する視点

Ｂ、おおむ
ね満足でき
ると判断す
る視点

　興味をもっ
て文章を読
み、疑問や気
づきをもとに
初発の感想を
ノートに書こ
うとする。
【関心・意
欲・態度】
（観察・ノー
ト）

　重要な
語句や文
章にサイ
ドライン
を引くな
どしなが
ら、文章
の内容を
大まかに
つかみ、
初発の感
想をノー
トなどに
書こうと
してい
る。

　興味を
もって文章
を読み疑問
や気づきを
もとに初発
の感想を
ノートに書
こうとして
いる。

　時間を表
す言葉に着
目しサイド
ラインを引
くように助
言する。

　その後の、チャレンジ学習「工夫して発信しよう」の活動のための手引
きあるいは解説ともなるため、しっかりと読み取らせたい。「工夫して発
信しよう」では、児童が制作する作品の出来そのものではなく、活動を通
して目的に応じた情報の配列・編集等についての理解を深めることがねら
いであることに注意しながら指導していきたい。
　また、学習計画を示した振り返りカードを活用し、単元についての見通
しをもつことができるようにさせたい。学習の見通しをもたせることによ
り児童の意欲を高め、積極的に学習に取り組ませたい。

○伝えたいことと伝える方法につ
いて関心を
　もち、自分が伝えたいことを発
信しようと

　ニュースを探して伝えるこ
とに関心をもち、伝え方や内
容を工夫しようとしている。

国語への関心・
意欲・態度

○自分たちが番組を作るために必
要な事柄を
　時間の順序にしたがって段落ご
とに読み取

○書く必要のある事柄を整理し、
集めた材料
　を目的に合わせて選び、加工し
て伝えるこ

　集めた材料を、目的に合わ
せて整理し、効果的に配列し
ながら書いている。

目　　　　標 評　価　規　準

　テレビ放送のニュース番組
の「特集」の作り方を理解
し、段落ごとに整理して要旨
をまとめている。

1
・
２

○学習の見通しをもと
う。
・テレビのニュース番
組を見
　た経験をもとに、そ
の感想
　を話し合う。
・範読を聞く。
・全文を読んで大まか
な内容
　をつかむ。
・感想について話し合
い、学
　習の見通しをもつ。
☆自分たちも情報を発
信する
　活動に取り組むこと
を伝え

と
　
ら
　
え

　文章の
内容を大
まかにつ
かみ、感
想をも
ち、学習
の見通し
をもつこ
とができ
る。

書くことの能力

時
間

段
階

目　　標

読むことの能力

言語についての
知識・理解・技

能

○接続語や文末表現から時間の流
れをとら
え、文章の構成を捉えることが

　時間の経過をとらえ、教材
文の構成を理解している。

具体の評価規準評価規準
【評価の観
点】

（評価方法）

　　・主な学習活動
　　○…学習課題
　　☆…主な支援の手
立て

努力を要す
ると判断さ
れた児童へ
の具体的な
手だて



　文章全体が
時間の順序を
追って書かれ
ていることを
とらえる。
【言語事項】
（ノート）

　文章全
体の大ま
かな構成
をつか
み、時間
の流れを
理解して

　文章全体
の大まかな
構成をつか
み、文章構
成図を書い
ている。

　形式段落
に気付かせ
る。
　学習の欄
を参考に考
えさせる。

3
・
４

　ニュー
スを人々
に伝える
までの過
程を表に
整理しな
がら、読
むことが
できる。

　時間の順序
を追
って、内容を
表に整理す
る。
【読むこと】
（発言・ノー
ト・ワーク
シート）

　文章の
大まかな
構成をつ
かみ、時
間の順序
を追って
内容を表
にまとめ
ている。

　時間の順
序を正しく
押さえなが
ら、内容を
表にまとめ
ている。

　「十六日
前「八日
前」という
キーワード
などにサイ
ドラインを
引きながら
読むように
助言する。

5

　「特
集」とは
何かを知
りこの後
の活動を
想定しな
がら、要
点を読み
取ること
ができ
る。

　「特集」と
他のニュース
との違いにつ
いて読み取っ
ている。
【読むこと】
（ノート・発
表）

　特集と
他の
ニュース
との違い
をとらえ
特集を作
るにあ
たっての
願いがあ
ることを
理解しま
とめてい
る。

　特集と他
のニュース
との違いを
とらえ特集
とは何なの
か理解しま
とめてい
る。

　第１段落
を丁寧に読
ませ要点に
サイドライ
ンを引きな
がら読むよ
うに助言す
る。

6

　「特
集」とは
何かを知
りこの後
の活動を
想定し、
要点を押
さえなが
ら読み取
り、要旨
を捉える
ことがで
きる。

　番組作りの
過程を押さ
え、要旨を的
確にまとめ
る。
【読むこと】
（ノート・発
表）

　番組作
りの各過
程や大事
な点や気
をつける
こと、そ
こに込め
られた努
力や願い
を要旨に
まとめて
いる。

　番組作り
の各過程で
大事な点や
気をつける
事を読み取
り要旨にま
とめてい
る。

　大事な点
や、気をつ
けることに
サイドサイ
ンを引かせ
る。

た
　
し
　
か
　
め
　
る
　
・
　
ふ
　
か
　
め
　
る

○書かれている内容を
表に整
　理しよう。
・時間の順序を追って
書かれ
　ている内容を表に整
理し、
　学級全体で読み取
る。
・学級全体での読み取
りを生
　かし、教材文の続き
を自分
の力で表に整理す○特集は、ほかの
ニュースと
　どんな点が違うのだ
ろうか
・第一段落から「特
集」と他
　のニュースとの違い
を押さ
　える。
・「特集」をつくるに
あたっ
　ての、「おどろき」
や「多
　くの人の関心をよ
ぶ」願い
　があったことをつか
ませる
☆第 段落を丁寧に読○番組作りの過程を押
さえ、
　要旨をまとめよう。
・番組作りの過程や、
スタッ
　フの協力を確認す
る。
・番組作りの努力や願
いを読
　み取り、要旨をまと
める。
☆番組作りの過程に
は、スタ
　ッフの協力があるこ
とを確

・新出の漢字について
知る。
・文章全体が、時間の
順序を
　追って書かれている
ことを
　つかむ。



7

チ
ャ

　「わた
しの特
集」を考
えて、企
画書を書
くことが
できる。

　読み取った
ことを生かし
て、自分の伝
えたいと思う
ことを、企画
書に書いてい
る。
【書くこと】
（企画書）

　目的意
識をしっ
かりとも
ち、自分
の伝えた
いと思う
ことを、
企画書に
書いてい
る。

　自分の伝
えたいと思
う事を、企
画書に書い
ている。

　総合的な
学習や校内
の活動など
の経験を想
起させ、考
えさせる。

8
（

本
時
）

チ
ャ

　「私の
学校や町
を紹介し
よう」を
テーマ
に、その
内容につ
いて考え
ることが
できる。

　目的意識、
相手意識をも
ち、紹介した
い話題を選ぶ
ことができ
る。
【関心・意
欲・態度】
（話し合い・
企画書）

　目的意
識、相手
意識をも
ち、紹介
したい話
題を選び
目的に
合った企
画書に書
いてい
る。

　目的意
識、相手意
識をもち、
紹介したい
話題を選び
グループの
企画書を書
いている。

　友だちの
企画の意見
のよいとこ
ろはどこ
か、考えさ
せる。

9

チ
ャ

　自分た
ちで話し
合い、目
的に応じ
て情報を
発信する
計画を立
て、企画
書を書く
ことがで
きる。

　自分たちの
力で情報を発
信していきた
いという願い
をもち 目的
に沿った企画
書を書くこと
ができる。
【書くこと】
（企画書）

　目的・
相手を意
識して計
画を立
て、目的
に合った
企画書を
書いてい
る。

　目的に
合った企画
書を書くこ
とができ
る。

　相手や目
的を意識し
て話し合わ
せ、その結
果を参考に
企画書を書
くようにさ
せる。

10
・
11

チ
ャ

　取材の
すすみ具
合を交流
し、話の
組み立て
について
考え、編
集の準備
をする事
ができ
る

　必要な材料
を集める計画
をたて、取材
をすることが
できる。
【書くこと】
計画書・イン
タビューメモ

　目的意
識をも
ち、取材
の計画を
立て、既
習の学習
を生かし
インタ
ビューメ
モを作成
してい

　目的意識
をもち、取
材の計画を
立ててい
る。

　既習の学
習を示し、
参考にしな
がらインタ
ビューメモ
に記入させ
る。

　集めた
材料を、
目的に合
わせて整
理し、加
工して伝

　材料を選ん
だり配列を考
えたりして、
原稿を書くこ
とができる。
【書くこと】

　取材し
た中か
ら、材料
を選んだ
り配列を
考えた

　取材した
中から、材
料を選んだ
り、配列を
考えたりし
て、原稿を

　教材文の
編集や発信
の方法を振
り返らせ、
材料を選ば
せる。

○取材したことを編集
しよ
　う。
・教科書「編集して伝
える」
　を参考に、編集す

○番組を作るための取
材をし
　よう。
・取材の計画を立て
る。
・お互いの取材のすす
み具合
　について交流する。
☆番組作りの目的や、
インタ
ビューの仕方を確認

○私たちの学校や町を
しょう
　かいしよう。
・どんな取材をするの
か、相
　手や場所、方法を考
える。
・取材計画を立てる。
☆取材は何が知りたい
のか、
　誰に会えばいいの
か、どん

ま
と
め
る
・
ひ
ろ
げ
る

○「わたしの特集」の
企画書
　を書こう。
・自分がデスクだった
ら、ど
　んな特集をしたいか
を考え
　発表しあう。
・「私の特集」という
テーマ
　で企画書を書く。
☆教材文の要旨をおさ
え 特
○私たちの学校や町を
しょう
　かいしよう。
・情報発信までの手順
を確認
　する。
・個人で考えた企画書
をもと
　に、グループで紹介
したい
　話題を決める。
☆目的意識、相手意識
をしっ
かりともたせ 個人



14
・
15

チ
ャ

　学習を
振り返
り、学ん
だことを
まとめ
る。

　情報の発信
と受信を通し
て、「情報と
自分の関わり
について考え
を深めること
ができる。
【書くこと】
（発言・ワー
クシート）

　情報の
受信者と
して、よ
りよい伝
え方や、
気持ちの
変化、今
後の在り
方につい
て振り返
りカード
にまとめ
ている

　情報の受
信者とし
て、よりよ
い伝え方に
ついて、振
り返りカー
ドにまとめ
ている。

　受信する
際の視点、
自分の活動
を振り返る
視点を示
し、その中
から限定し
て振り返り
活動を行わ
せる。

５　本時の指導（８／１５）【チャレンジ学習】

段
階 準備・資料

１ ・企画書

学習内容・学習活動

　(3)  本時の指導にあたって

　(4)  展開

　(2)  基礎・基本とのかかわり

○交流会をしよう。
・お互いに考えを交流
する中
　で、自分のものの見
方や考
　え方を広げる。
☆友だちの考えを聞い
て共感
　できるところや新た
な気付
　きがあれば、ノート
にメモ
を取らせる

※チャ…チャレンジ

　「私の学校や町を紹介しよう」をテーマに、その内容について考えるこ
とができる

　(1)  目標

　「ニュース作りの現場から」の学習では、ニュースを人々に伝えるまで
の過程を、時間の順序を追って読み取り、番組作りの努力や願いについて
考えさせてきた。本単元のチャレンジ学習では、モデル学習で読み取った
ことを活用し情報を発信する活動をすることで、情報活用能力を身につけ
考えを深めることができると考える。本単元チャレンジ学習でのねらいは
次の３点である。
㈰相手意識・目的意識を持って、話題を選択できるようにする。
㈪取材に必要な事柄を考え、情報を集めることができるようにする。
㈫伝えたいことの中心がよく分かるように編集することができるようにす

・前時までの学習を想起し 学学習課題を確認する

　本時は、情報発信までの手順を確認し、話題を設定する学習をする。
　これまでに、自分たちも情報を発信するために、「ニュース番組作りの
現場から」を読み取り、番組作りには発信する側の努力や願いが込められ
ていること、特集ができあがるまでの過程を押さえている。
　本時においては、前時までの学習と、「工夫して発信しよう」をもと
に、情報発信までの手順を確認させ、自分たちの学校や町を紹介する計画
を立てさせたい。一人一人が考えた企画書をもとに、グループで取り上げ
る話題を決定する。その際、目的・相手を常に意識させながら話し合いを
進めさせたい。

支援の手立てと評価の観点



２ ・
「ニュー
　ス番組
作
　りの現
場
　から」
構
　成図
・プロ
ジェ
クタ３

(1) ・企画一
覧
　表

４

５ ・自己評
価
  カード

(4)

　紹介する内容について交流
する。

板書計画

・ビデオニュースを作ることを
確認する
・「ニュース番組作りの現場か
ら」の要
　旨をもとに、情報を発信する
人々の努
　力や願いを想起し、活動への
意欲を高
　めたい。
・「工夫して発信しよう」を音
読させ、
前時までの学習とあわせて情

ま
と
め
る
９

　本時の学習について自己評
価を行う。

・本時の学習について振り返ら
せ、自己
　評価させる。

・何のために伝えるのか、目的
意識も発
　表させる。

・目的意識、相手意識をしっか
りともた
　せる。
・個人の企画書をもとに話し合
わせる。
　企画が生かせそうにないとき
には、新
　たな企画を考えさせる。
・興味・関心を大切にしなが
ら、現実可

　課題解決のための見通しを
持ち、本時の言語活動を確認
する。
・情報を発信するという言語
活動に
　意欲をもつ。
・前時まで学習と「工夫して
発信し
　よう」から、情報発信まで
の手順
　を確認する。
情報発信の方法を確認す

た

し

か

め

る

3
0
分

　学習課題を解決する。
紹介する内容について話し合
う。
・個人で考えた企画書をもと
に、グ
　ループで紹介したい話題を
決める。
・紹介する話題について早く
決まっ
　たグループには、どんな取
材を行

【評価規準】（関心・意欲・態
度）
・目的意識、相手意識をもち、紹
介した話題
　を選んでいる。
（企画書 ノ ト 発表）

　目的意
識、相手意
識を持ち、
紹介した話
題を選び、
目的に合っ
た企画書を
書いてい
る。

　目的意
識、相手意
識を持ち、
紹介した話
題を選び、
グループの
企画書を書
いている。

　友だちの
企画の意見
のよいとこ
ろはどこ
か、考えさ
せる。

Ａ Ｂ

努力を要す
ると判断さ
れた児童へ
の具体的な
手立て。

《具体の評価規準》



　
　
㈰
話
題
を
決
め
る

　
　
㈪
取
材
の
仕
方
を
考
え
る

情
報
発
信
の
手
順

情
報
発
信
…
願
い
（
知
っ
て
ほ
し
い
、

　
　
　
　
　
　
　
　
伝
え
た
い
）

　
　
　
　
　
驚
き

　
　
工
夫
し
て
発
信
し
よ
う

　
私
た
ち
の
学
校
や
町
を
し
ょ
う
か

い
し
よ
う
。

　
計
画
を
立
て

る　
材
料
を
集
め

る　
編
集
す
る

　
伝
え
る


